
愛
知
県
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
峰
澤
彰
宏
氏
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

社
長
／
愛
管
協
）
は
４
月
２５
日
㈫
、
名
古
屋
市
中
区
の
愛
管
協
事
務
所
で
４
月
理
事
会

を
開
催
。
理
事
１８
名
が
出
席
し
た
。
本
会
で
は
、
５
月
に
開
催
の
令
和
５
年
度
通
常
総

会
に
向
け
た
議
案
審
議
の
ほ
か
、
３
月
理
事
会
以
降
の
経
過
報
告
、
各
部
会
事
業
、
管

機
連
（
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
）
理
事
会
に
関
す
る
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
峰
澤
理

事
長
が
、
出
席
し
た
理
事
に

向
け
挨
拶
。
そ
の
後
、
以
下

の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
・

報
告
が
行
わ
れ
た
。

【
経
過
報
告
】
●
３
月
８

日
㈬
▽
日
本
工
業
倶
楽
部
会

館
で
管
機
連
理
事
会
開
催
。

大
藪
淳
一
相
談
役
（
大
清
社

長
）
が
出
席
。
峰
澤
理
事
長

な
ら
び
に
事
務
局
長
は
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
。
●
同
１３
日
㈪

▽
組
合
だ
よ
り
第
１
４
９
号

発
行
。
●
同
１７
日
㈮
▽
愛
青

会
主
催
「
ネ
ク
ス
ト
ヒ
ロ
イ

ン
と
ラ
ウ
ン
ド
す
る
ゴ
ル
フ

会
」
開
催
。
●
同
２３
日
㈭
▽

大
阪
組
合
の
「
人
材
確
保
と

採
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」

に
愛
管
協
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
３
社
３
名
が
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
。
事
後
配
信
（
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）

を
８
社
１２
名
が

視
聴
。
●
同
２８

日
㈫
▽
愛
管
協

事
務
所
で
三
役

・
常
任
理
事
会

開
催
。
●
同
２９

日
㈬
▽
社
員
数

報
告
用
紙
・
返

信
用
封
筒
を
組

合
員
に
発
送
。

●
４
月
１１
日
㈫

▽
顧
問
税
理
士

と
の
決
算
・
予

算
打
ち
合
わ
せ

に
峰
澤
理
事

長
、
小
川
誉
之
副
理
事
長

（
小
川
管
商
社
長
）
、
事
務

局
長
が
出
席
。
●
同
１９
日
㈬

▽
愛
管
協
事
務
所
で
会
計
監

査
会
開
催
。
税
理
士
２
名
、

伊
藤
信
哉
監
事
（
伊
藤
柳
商

店
社
長
）
、
山
本
員
彰
監
事

（
セ
ン
サ
ス
ヤ
マ
モ
ト
社

長
）
峰
澤
理
事
長
、
小
川
副

理
事
長
、
事
務
局
長
が
参

加
。【

議
案
１
／
令
和
５
年
度

５
月
理
事
会
な
ら
び
に
総
会

運
営
に
つ
い
て
】
５
月
１６
日

㈫
、
名
古
屋
市
中
村
区
の
名

古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア

ホ
テ
ル
で
開
催
（
本
紙
発
行

時
、
開
催
済

み
）。当
日
は
、

１５
時
〜
理
事
会

開
催（
理
事
の

み
）、１６
時
〜
総

会
受
付
開
始
、

１６
時
３０
分
〜
１７

時
４５
分
総
会
開

催
と
な
っ
て
い

る
。
４
月
２６
日

㈬
以
降
、
随
時
、
「
事
業
報

告
」
「
決
算
書
」
「
議
決
報

告
書
」
が
添
付
さ
れ
た
招
集

通
知
が
発
送
さ
れ
て
い
る
。

【
議
案
２
／
令
和
４
年
度

事
業
報
告
内
容
に
つ
い
て
】

【
議
案
３
／
令
和
４
年
度
決

算
報
告
・
令
和
５
年
度
予
算

案
に
つ
い
て
】
【
議
案
４
／

令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
】
以
上
、
総
会
に
上
程

さ
れ
る
議
案
内
容
に
つ
い
て

慎
重
審
議
が
行
わ
れ
、
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

【
議
案
５
／
各
部
会
報

告
】
●
広
報
部
会
▽
組
合
だ

よ
り
第
１
４
９
号
発
行
に
つ

い
て
報
告
。
●
組
合
加
入
促

進
部
会
▽
ベ
ン
カ
ン
機
工
の

賛
助
会
員
加
入
届
を
上
程
。

こ
れ
が
承
認
さ
れ
、
愛
管
協

賛
助
会
員
数
は
１
２
８
社
と

な
っ
た
。
●
青
年
部
「
愛
青

会
」
▽
「
ネ
ク
ス
ト
ヒ
ロ
イ

ン
と
ラ
ウ
ン
ド
す
る
ゴ
ル
フ

会
」
に
つ
い
て
報
告
。
※
詳

細
は
弊
紙
４
月
９
日
発
行
号

に
掲
載
し
て
い
る
。

【
議
案
６
／
管
機
連
理
事

会
報
告
】
３
月
８
日
㈬
に
開

催
さ
れ
た
、
令
和
４
年
度
第

３
回
管
機
連
理
事
会
に
つ
い

て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

日
本
工
作
機
械
工
業
会

（
会
長
�
稲
葉
善
治
氏
・
フ

ァ
ナ
ッ
ク
会
長
）
が
４
月
２０

日
発
表
し
た
２
０
２
３
年
３

月
分
の
工
作
機
械
受
注
実
績

は
、
総
額
が
前
年
同
月
比
１５

・
２
％
減
の
１
４
１
０
億
１９

百
万
円
と
な
り
、
３
か
月
連

続
し
て
前
年
を
下
回
っ
た
も

の
の
、
前
月
比
は
１３
・
６
％

増
で
３
か
月
ぶ
り
の
１
４
０

０
億
円
超
え
と
な
っ
た
。
市

場
が
や
や
弱
含
む
中
に
あ
っ

て
も
、
内
需
を
中
心
に
期
末

効
果
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
堅

調
水
準
が
継
続
し
た
。

内
需
は
、
前
年
同
月
比
１８

・
０
％
減
の
４
９
３
億
６９
百

万
円
と
な
り
、
７
か
月
連
続

で
前
年
を
下
回
っ
た
。
半
導

体
や
自
動
車
関
連
等
で
依
然

力
強
さ
に
欠
け
る
も
の
の
、

期
末
効
果
に
よ
り
前
月
比
は

２６
・
８
％
増
と
な
り
、
４
か

月
ぶ
り
の
４
５
０
億
円
超
え

と
な
っ
た
。

内
需
の
主
要
業
種
で
は
、

「
一
般
機
械
」
が
６
か
月
ぶ

り
の
２
０
０
億
円
超
え
。
需

要
に
は
落
ち
着
き
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
期
末
効
果
に
よ

り
前
月
比
で
３
割
近
い
増
加

と
な
っ
た
。
「
自
動
車
」
は

３
か
月
ぶ
り
の
８０
億
円
超

え
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
１

０
０
億
円
を
超
え
る
月
は
無

く
、
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

状
況
が
続
い
た
。

外
需
は
、
前
年
同
月
比
１３

・
６
％
減
の
９
１
６
億
５０
百

万
円
と
な
り
、
３
か
月
連
続

で
前
年
を
下
回
っ
た
も
の

の
、
前
月
比
は
７
・
６
％
増

で
３
か
月
ぶ
り
の
９
０
０
億

円
超
え
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
で
大
き
く
増
加
し
た
ほ

か
、
ア
ジ
ア
、
欧
州
で
も
前

月
に
比
べ
増
加
し
、
高
水
準

が
継
続
し
た
。

併
せ
て
発
表
さ
れ
た
２
０

２
２
年
度
の
工
作
機
械
受
注

総
額
は
、
前
年
度
比
２
・
３

％
増
の
１
兆
７
０
５
６
億
２３

百
万
円
で
、
過
去
２
番
目
の

高
水
準
を
記
録
し
た
。
１
兆

７
０
０
０
億
円
超
え
は
５
年

ぶ
り
。
年
度
後
半
か
ら
受
注

の
勢
い
は
弱
ま
り
を
見
せ
た

が
、
２
年
連
続
の
増
加
を
維

持
し
た
。

内
需
は
、
同
２
・
７
％
増

の
５
８
１
６
億
６７
百
万
円

で
、
２
年
連
続
の
増
加
。
５

０
０
０
億
円
超
え
は
２
年
連

続
と
な
っ
た
。
主
要
業
種
で

は
「
一
般
機
械
」
と
「
自
動

車
」
「
航
空
・
造
船
・
輸
送

用
機
械
」
が
そ
れ
ぞ
れ
２
年

連
続
の
増
加
。
半
導
体
関
連

が
落
ち
着
い
た
こ
と
で
「
電

気
・
精
密
」
は
２
年
ぶ
り
の

減
少
と
な
っ
た
。

外
需
は
、
同
２
・
１
％
増

の
１
兆
１
２
３
９
億
５６
百
万

円
と
な
り
、
３
年
連
続
で
増

加
し
た
。
２
年
連
続
の
１
兆

１
０
０
０
億
円
超
え
で
、
過

去
最
高
額
を
２
年
連
続
で
更

新
し
た
。
主
要
３
極
は
欧
州

を
除
き
増
加
。
ア
ジ
ア
が
過

去
３
番
目
に
高
い
受
注
額
と

な
り
、
北
米
は
過
去
最
高
額

を
２
年
連
続
で
更
新
し
た
。

外
需
比
率
は
６５
・
９
％
と
な

っ
た
。

「ＣＯＣＯＡＲ２」アプ
リ（無料アプリ）を下記
ＱＲコードからスマホに
ダウンロードし、アプリ
を起動して弊紙の広告を
かざすと動画が見られま
す。現在対応しているの
は題字下のダイドー広告
です。

峰澤理事長

総
会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
等
を
審
議

第
６１
回
通
常
総
会
５
月
１６
日
開
催

愛
知
県
管
工

機
材
商
協
組

４
月
理
事
会
開
催

日 工 会

２０２３
年
３
月
分
工
作
機
械
受
注
額

１４１０
億
円
、堅
調
水
準
を
維
持

理事会の様子

２０２２
年
度
累
計
は
１
兆
７０５６
億
円

過
去
２
番
目
の
高
水
準
を
記
録
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ジ
ー
ネ
ッ
ト
（
社
長
�
古

里
龍
平
氏
、
本
社
�
大
阪
市

中
央
区
）
の
名
古
屋
支
社
の

有
力
販
売
店
が
主
催
す
る

「
２
０
２
３
中
部
機
械
加
工

シ
ス
テ
ム
展
」
が
３
月
１６
、

１７
の
２
日
間
、
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や
第
３
展
示
館
で
開

催
さ
れ
、
期
間
中
３
０
０
０

人
超
が
来
場
し
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
緩
和
に
よ
り
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
同
展
は
、

主
催
店
１
４
０
社
、
工
作
機

械
・
切
削
工
具
・
ツ
ー
リ
ン

グ
・
機
械
周
辺
機
器
・
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
な
ど

１
８
４
社
が
出
展
。
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
〜
未
来
あ
る

地
球
に
寄
り
添
う
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、
最
新
の
機
械
・
機

器
の
展
示
を
通
し
て
生
産
現

場
の
問
題
解
決
に
向
け
た
提

案
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
１７

の
目
標
の
う
ち
、
目
標
３

「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福

祉
を
」
、
目
標
７
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク

リ
ー
ン
に
」
、
目
標
８
「
働

き
が
い
も
経
済
成
長
も
」
、

目
標
１１
「
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
」
の
４
つ
に

焦
点
を
あ
て
、
各
コ
ー
ナ
ー

に
出
展
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を

振
り
分
け
て
展
示
が
行
わ
れ

た
。ま

た
、
実
加
工
特
設
ブ
ー

ス
で
は
当
日
限
定
の
コ
ラ
ボ

企
画
を
多
数
開
催
。
一
例
と

し
て
、
初
日
の
１１
時
４５
分
〜

１２
時
１５
分
に
は
「
ジ
ェ
ー
ビ

ー
エ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

×
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｍ
×

サ
ン
ド
ビ
ッ
ク
×
エ
ヌ
テ
ィ

ー
ツ
ー
ル
」
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
、
工
具
側
刃
を
利
用
し
た

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

モ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
パ
ス
に
よ

る
粗
加
工
時
間

の
大
幅
短
縮
▽

自
動
工
程
割
り

当
て
に
よ
る
定

形
穴
あ
け
加
工

デ
ー
タ
作
成
の

自
動
化
▽
形
状

干
渉
を
自
動
回

避
す
る
安
全
な

面
取
り
加
工
―

の
実
演
が
行
わ

れ
、
注
目
を
集

め
た
。
連
日
実

施
さ
れ
た
併
催
セ
ミ
ナ
ー
も

好
評
を
博
し
た
。

２
日
間
の
来
場
者
数
は
目

標
の
４
０
０
０
人
に
及
ば
な

か
っ
た
も
の
の
、
一
人
当
た

り
の
滞
留
時
間
は
長
か
っ
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
会
場

は
活
気
に
溢
れ
て
い
た
。

開
会
式
で
は
、
事
務
局
を

務
め
る
ジ
ー
ネ
ッ
ト
の
古
里

社
長
が
挨
拶
で
「
個
々
の
メ

ー
カ
ー
様
の
商
品
を
展
示
し

て
販
売
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

商
社
・
メ
ー
カ
ー
が
一
緒
に

な
っ
て
お
客
様
の
問
題
解
決

に
取
り
組
む
、
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
的
な
流

れ
に
展
示
会
も
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
我
々
は
絶
対
必
要

な
流
れ
と
感
じ

な
が
ら
、
そ
う

い
っ
た
取
り
組

み
で
の
展
示
や

実
演
を
お
願
い

し
て
き
た
。
お

客
様
に
色
々
な

こ
と
を
体
験
し

て
頂
く
。
そ
こ

で
問
題
点
の
本

質
を
お
客
様
に
気
付
い
て
頂

い
た
上
で
、
解
決
す
る
手
段

を
こ
の
展
示
会
で
探
し
て
頂

く
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

我
々
の
機
能
な
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
、
主
催
店
と
出

展
メ
ー
カ
ー
に
協
力
を
求
め

た
。出

展
メ
ー
カ
ー
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
川
村
真
巳
中
部
営
業

部
部
長
は
「
こ
の
機
械
加
工

シ
ス
テ
ム
展
も
４
年
ぶ
り
。

今
年
に
な
っ
て
こ
の
地
区
で

初
め
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な

展
示
会
と
い
う
こ
と
で
、
非

常
に
関
心
を
集
め
て
い
る
。

私
ど
も
メ
ー
カ
ー
も
最
新
の

機
械
・
機
器
を
多
数
展
示
さ

せ
て
頂
く
。
主
催
店
の
皆
様

に
は
２
日
間
、
各
メ
ー
カ
ー

の
ブ
ー
ス
に
来
て
頂
い
て
商

談
の
ご
成
約
、
新
し
い
引
合

い
の
創
出
等
に
力
を
お
貸
し

願
い
た
い
。
私
ど
も
も
そ
の

手
助
け
に
な
る
よ
う
な
提
案

を
ど
ん
ど
ん
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
切
に
思
っ
て
い
る
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
た
。

東
陽
（
社
長
�
羽
賀
威
一

郎
氏
、
本
社
�
愛
知
県
刈
谷

市
）
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ

ー
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
３
」
が

３
月
２３
、
２４
日
の
両
日
、
刈

谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
あ

い
お
い
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
２
日
間
で
２
１
９
１
人

が
来
場
し
賑
わ
い
を
見
せ

た
。
同
社
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

シ
ョ
ー
は
２
０
１
９
年
３
月

以
来
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
。

商
談
も
活
発
に
行
わ
れ
、
成

功
裡
に
終
了
し
た
。

今
回
は
〝
ク
リ
ー
ン
な
地

球
を
未
来
へ
〞
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
、
出
展
し
た
メ
ー
カ

ー
約
８０
社
が
ユ

ー
ザ
ー
の
生
産

性
向
上
や
Ｄ
Ｘ

・
自
動
化
の
取

り
組
み
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
対
応
な
ど
に

役
立
つ
最
新
の

製
品
・
技
術
を
、
実
演
を
交

え
て
展
示
。
来
場
者
の
関
心

も
高
く
、
開
場
と
と
も
に
目

当
て
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
製

品
を
見
な
が
ら
メ
ー
カ
ー
担

当
者
の
話
を
聞
く
ユ
ー
ザ
ー

の
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

会
場
に
は
最
新
の
電
気
自
動

車
も
展
示
さ
れ
注
目
を
集
め

て
い
た
。

ま
た
、
連
日
開
催
さ
れ
た

出
展
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
省
エ

ネ
製
品
の
提
案
や
、
Ｃ
Ｎ
化

の
背
景
と
企
業
へ
の
影
響
、

Ｃ
Ｎ
化
・
電
動
化
へ
の
自
動

車
関
連
産
業
の
対
応
な
ど
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
好
評
だ

っ
た
。

初
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式

で
は
、
今
年
１
月
に
東
陽
の

社
長
に
就
任
し
た
羽
賀
社
長

が
挨
拶
。
「
今
回
は
加
工
機

械
、
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
な
ど

の
商
品
に
加
え
て
、
現
在
注

目
を
浴
び
て
い
る
Ｃ
Ｎ
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
商
品
を
取
り
揃

え
て
、
広
く
お
客
様
に
紹
介

さ
せ
て
頂
く
」
と
述
べ
、
長

引
く
半
導
体
不
足
に
加
え
、

電
力
代
金
等
を
含
め
た
コ
ス

ト
増
、
深
刻
な
人
手
不
足
な

ど
を
背
景
に
「
お
客
様
は
Ｄ

Ｘ
・
自
動
化

・
省
エ
ネ
と

い
っ
た
技
術

革
新
や
コ
ス

ト
低
減
を
念

頭
に
置
き
、

環
境
対
応
の

グ
リ
ー
ン
を

含
め
、
し
っ

か
り
と
検
討

さ
れ
て
い
る

の
は
事
実
。

特
に
世
界
的

な
消
費
ニ
ー

ズ
が
伸
び
て

い
る
グ
リ
ー

ン
に
対
し
て
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取
り
組
ん

で
行
く
課
題
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
東
陽
と
し
て
も
お

客
様
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
一
員
と
し
て
、
こ
の
問
題

解
決
に
貢
献
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
」
と
同
展
へ
の
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

出
展
メ
ー
カ
ー
を
代
表
し

て
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
の
大
沢
伸

朗
社
長
は
「
今
回
も
日
本
の

工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
は
じ

め
、
周
辺
機
器
、
ツ
ー
リ
ン

グ
を
含
め
た
多
く
の
メ
ー
カ

ー
が
出
展
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
日
本
の
技
術
は
間

違
い
な
く
ト
ッ
プ
オ
ブ
ト
ッ

プ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
Ｃ

Ｎ
の
世
界
を
作
っ
て
行
く
に

あ
た
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
続

け
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
そ

の
形
を
東
陽
の
皆
様
と
こ
こ

に
お
集
ま
り
の
皆
様
と
共
に

作
っ
て
行
く
こ
と
で
、
更
な

る
共
存
共
栄
、
成
長
に
つ
な

げ
て
行
け
た
ら
と
強
く
思
っ

て
い
る
」と
述
べ
、展
示
会
の

成
功
に
向
け
一
致
団
結
し
て

頑
張
ろ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

こ
の
後
、
社
員
の
音
頭
で

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
、
展

示
会
が
開
幕
し
た
。

コ
ラ
ボ
企
画
に
よ
る
加
工
実
演
も
多
数

２０２３
中
部
機
械
加
工
シ
ス
テ
ム
展
盛
況

２
日
間
で
３０００
人
を
上
回
る
来
場
者

ジ
ー
ネ
ッ
ト

名
古
屋
支
社

開会式で挨拶する古里社長

「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２０２３
」

Ｃ
Ｎ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
商
品
を
紹
介

東

陽
４
年
ぶ
り
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ
ー
盛
況

会場風景

展示会場の様子

開会式で挨拶する羽賀社長

（２）令和５年５月２１日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８５１号



ベ
ッ
コ
フ
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
（
日
本
法
人
横
浜
オ
フ

ィ
ス
・
本
社
�
横
浜
市
中
区

桜
木
町
、
社
長
�
川
野
俊
充

氏
）
は
、
同
社
の
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

ｆ
ｏ
ｒ

Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ

ｃ
ｓ
▽
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
た

め
の
自
動
化
技
術
）
が
、
４

月
１６
日
㈰
に
行
わ
れ
た
ハ
ノ

ー
フ
ァ
ー
メ
ッ
セ
（
ド
イ

ツ
）
の
開
会
式
に
て
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
を
発

表
し
た
。

Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ロ
ボ
ッ
ト
モ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
多
く
の
応
募
製

品
の
な
か
か
ら
、
政
治
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
研
究
、
社
会
分
野

の
専
門
家
か
ら
な
る
審
査
員

に
よ
っ
て
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
ト
ッ
プ
３
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。
ハ
ノ

ー
フ
ァ
ー
メ
ッ
セ
を
主
催
す

る
ド
イ
ツ
・
メ
ッ
セ
Ａ
Ｇ
に

よ
る
と
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
は
、
産
業
、
環

境
、
社
会
に
利
益
を
も
た
ら

す
優
れ
た
製
品
お
よ
び
革
新

的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
讃

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
こ
の
基
準
を

満
た
し
、
見
事
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
ノ
ミ
ネ
ー
ト

の
栄
光
に
輝
い
た
。

ド
イ
ツ
・
メ
ッ
セ
Ａ
Ｇ
が

発
表
し
た
声
明
の
な
か
で
、

審
査
委
員
長
で
あ
る
ラ
イ
ム

ン
ト
・
ノ
イ
ゲ
バ
ウ
ア
ー
教

授
は
「
今
年
も
ま
た
、
応
募

作
品
の
高
い
品
質
が
非
常
に

印
象
的
だ
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
。
セ
ン
サ
に
よ
る
ロ
ボ

ッ
ト
補
正
モ
ジ
ュ
ー
ル
や
ビ

ル
管
理
の
た
め
の
マ
ル
チ
ユ

ー
ザ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
な

ど
、
ノ
ミ
ネ
ー

ト
企
業
は
そ
の

革
新
的
な
チ
カ

ラ
を
存
分
に
示

し
、
高
い
効

率
、
持
続
可
能

性
、
柔
軟
性
を

実
証
し
た
。

ベ
ッ
コ
フ
創

業
者
で
あ
る
ハ

ン
ス
・
ベ
ッ
コ

フ
氏
は
、
今
回

の
件
に
関
し
て

「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
ベ
ッ
コ
フ
の
象
徴
で

す
。
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
に
よ
っ
て
、

ま
た
ひ
と
つ
小
さ
な
革
命
を

起
こ
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
我
々
は
こ
の
こ
と
を
非

常
に
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
を
完
璧
な
協

働
作
業
で
生
み
出
し
て
く
れ

た
機
械
、
電
気
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
皆
さ
ん

に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、
単
純
な
１

軸
の
回
転
式
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

テ
ー
ブ
ル
か
ら
デ
ル
タ
キ
ネ

マ
テ
ィ
ク
ス
や
多
軸
多
関
節

ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
自
在
に
組
み

立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
用
途

に
合
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
機
構
を

設
計
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
Ｐ
Ｃ
制

御
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
統

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
械

や
プ
ラ
ン
ト
に
最
適
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
。

複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
す

る
場
合
に
も
１
台
の
産
業
用

Ｐ
Ｃ
で
制
御
で
き
る
。
す
べ

て
の
ロ
ボ
ッ
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル

は
標
準
化
さ
れ
た
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
介
し

て
相
互
に
接
続
し
、
確
実
に

固
定
で
き
る
。
デ
ー
タ
、
電

力
、
流
体
（
圧
縮
空
気
、
真

空
、
水
）
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
内

部
を
通
し
て
伝
達
さ
れ
る
。

従
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
ら
が
外

部
に
実
装
さ
れ
る
た
め
、
回

転
量
や
使
用
で
き
る
作
業
ス

ペ
ー
ス
に
制
約
が
あ
っ
た
。

Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、
こ
の
制
約
を

完
全
に
取
り
除
く
こ
と
が
可

能
だ
。
各
軸
を
無
限
に
回
転

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

直
交
座
標
系
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
向
上
し
、
つ
ね
に
最
短
の

位
置
決
め
経
路
を
実
現
し
て

く
れ
る
。
本
製
品
の
市
場
投

入
は
２
０
２
４
年
以
降
を
目

指
し
て
い
る
と
い
う
。

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
は
、
毎
年
ハ
ノ
ー
フ
ァ

ー
メ
ッ
セ
の
開
会
式
で
革
新

的
な
製
品
に
贈
ら
れ
る
国
際

産
業
技
術
賞
で
あ
る
。
す
べ

て
の
出
展
企
業
お
よ
び
機
関

を
対
象
と
し
、
と
く
に
高
度

な
技
術
革
新
を
備
え
た
優
秀

な
製
品
に
贈
ら
れ
る
。

ユ
ア
サ
商
事
（
社
長
�
田

村
博
之
氏
、
本
社
�
東
京
都

千
代
田
区
）
と
そ
の
グ
ル
ー

プ
会
社
は
、
４
月
１０
日
㈪
に

発
表
さ
れ
た
「
第
９
回
ジ
ャ

パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ア

ワ
ー
ド
（
強
靭
化
大
賞
）
」

に
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
優

秀
賞
３
件
を
受
賞
し
た
。

「
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
（
強
靭
化

大
賞
）
」
は
、
全
国
で
展
開

さ
れ
て
い
る
次
世
代
に
向
け

た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
社
会
構
築

へ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を

発
掘
、
評
価
、
表
彰
す
る
制

度
と
し
て
２
０
１
４
年
１１
月

に
創
設
さ
れ
た
。
今
回
の
受

賞
で
、
ユ
ア
サ
商
事
グ
ル
ー

プ
は
第
１
回
か
ら
９
回
連
続

の
受
賞
と
な
る
。

同
社
は
「
今

後
も
、
当
社
は

国
土
強
靭
化
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ

ー
ズ
に
お
応
え

す
る
た
め
、
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し

た
取
り
組
み

や
、
関
連
商
品

・
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
販
売
・

普
及
に
注
力
し

て
ま
い
り
ま

す
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

今
回
受
賞
し
た
取
り
組
み

内
容
は
以
下
の
通
り
だ
。

【
優
秀
賞
】
ユ
ア
サ
商
事

／
キ
ャ
ッ
ト
ア
イ
▽
「
Ｋ
Ｉ

Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｓ

Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」
（
キ
ヅ
キ
ミ

ラ
イ
シ
グ
ナ
ル
）

【
優
秀
賞
〝
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
感

染
症
大
賞
〞
】
ユ
ア
サ
商
事

／
富
士
ク
オ
リ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

▽
「
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
プ
レ
ハ
ブ

病
棟
設
置
事
業
の
推
進
」

【
優
秀
賞
】
ユ
ア
サ
シ
ス

テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
／

Ｊ
Ｘ
通
信
社
「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
Ｓ

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」

愛
知
鋲
螺
商
協
同
組
合

（
理
事
長
�
大
野
正
博
氏
・

中
部
製
作
所
社
長
）
は
、
４

月
１０
日
午
後
５
時
３０
分
よ
り

名
古
屋
市
中
区
に
あ
る
三
井

住
友
海
上
名
古
屋
ビ
ル
の
会

議
室
に
て
、
「
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
・
コ
ー
チ
ン
グ
」
を
テ

ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。組

合
員
ら
２８
名
が
参
加
。

三
井
住
友
海
上
経
営
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
経
営
リ
ス
ク
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
早
川
一
郎
氏

が
講
師
を
務
め
、
組
織
を
強

く
す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
、
部
下
の
能
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
コ
ー
チ
ン
グ

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

冒
頭
、
大
野
理
事
長
が
挨

拶
で
「
愛
鋲
協
の
セ
ミ
ナ

ー
、
４
回
目
で
す
。
こ
の
４

月
に
あ
わ
せ
て
選
ん
だ
の

は
、
人
の
教
育
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
人
が
伸
び

て
行
く
会
社
は
、
今
後
も
伸

び
て
行
く
。
社
員
の
方
が
や

る
気
を
な
く
し
て
い
る
会
社

は
、
先
が
あ
ま
り
明
る
く
な

っ
て
行
か
な
い
の
で
は
な
い

か
と
私
は
考
え
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に

は
色
々
な
タ
イ

プ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
コ

ー
チ
ン
グ
で
い

か
に
社
員
の
方

が
自
分
で
や
る

気
を
出
し
て
や

っ
て
行
け
る
か

と
い
っ
た
こ
と

を
、
今
日
は
早

川
先
生
に
ご
講

義
頂
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
学
ん

で
、
自
分
の
会

社
に
持
ち
帰
り
使
っ
て
頂
く

こ
と
が
、
本
日
の
一
番
の
狙

い
で
す
」
と
開
催
趣
旨
を
述

べ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
働
き
方

改
革
で
め
ざ
す
「
誰
も
が
活

躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
」
は

管
理
職
の
人
た
ち
の
指
導
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
の
強
化
が
鍵
で
あ
る
と

し
て
、
部
下
が
意
欲
的
に
行

動
す
る
こ
と
を
促
せ
る
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
ス
キ
ル
、
目
標
達
成
や

課
題
解
決
に
向
け
て
組
織
の

力
を
発
揮
す
る
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
の
在
り
方
な
ど
を
学
ん

だ
。

セミナーの様子

ロ
ボ
ッ
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

２０２３
年
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

国
際
産
業
技
術
賞
で
ト
ッ
プ
３
入
り

ベ

ッ

コ

フ

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

自
由
闊
達
に
意
見
を
出
し
合
え
る
職
場
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・コ
ー
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

愛
鋲
協
三
井
住
友
海
上
の
早
川
氏
が
講
義

第
９
回
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド

表彰式の様子

グ
ル
ー
プ
全
体
で
優
秀
賞
３
件
受
賞

ユ
ア
サ
商
事

９
回
連
続
受
賞
達
成

Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ロ
ボ
ッ
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
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愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
水
谷
隆
彦
氏
・
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
の
９
支
部
は
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
下
旬
に
か
け
て
各
地
で
令
和
５
年
度
支
部
総

会
を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
中
、
各
支
部
の
事
業
計
画
に

は
従
来
事
業
の
再
開
や
新
た
な
事
業
の
企
画
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
本
部
組
合
の
通

常
総
会
は
５
月
２３
日
に
ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
か
れ
る
。

北
支
部
（
支
部
長
�
熊
田

誠
司
氏
・
久
満
田
商
会
社

長
）
は
、
３
月
３０
日
午
後
６

時
３０
分
よ
り
名
古
屋
市
北
区

の
木
曽
路
黒
川
店
に
て
総
会

を
開
催
し
た
。

司
会
の
長
村
康
義
理
事

（
長
村
商
店
社
長
）
が
、
開

会
の
辞
に
続
い
て
、
支
部
員

総
数
１６
社
中
、
出
席
７
社
、

委
任
状
出
席
７
社
の
合
計
１４

社
の
出
席
に
よ
り
総
会
が
成

立
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
熊
田
支
部

長
は
「
支
部
長
に
就
任
し
て

３
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

間
ず
っ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
支
部

活
動
が
で
き
て
お
ら
ず
、
今

回
が
初
め
て
と
な
り
緊
張
し

て
い
ま
す
。
皆
様
に
色
々
教

え
て
頂
き
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
た
い
。
本
日
は
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
」
と
述
べ
た
。

服
部
健
伊
吹
産
業
社
長
を

議
長
に
選
出
し
て
、
第
１
号

議
案
�
令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
第
２
号
議
案
�
令
和
４

年
度
収
支
報
告
、
同
監
査
報

告
、
第
３
号
議
案
�
令
和
５

年
度
事
業
計
画
（
案
）
を
審

議
し
、
す
べ
て
の
議
案
を
承

認
可
決
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

①
日
帰
り
懇
親
会
（
令
和
５

年
９
月
）
②
幹
事
会
（
同
５

月
）
③
忘
年
会
（
同
１２
月
１３

日
）
④
初
詣
（
令
和
６
年
１

月
）
⑤
総
会
（
同
４
月
）
を

予
定
。
日
帰
り
懇
親
会
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
同
じ
９
月
の
第

１
土
曜
日
に

開
催
す
る
予

定
で
、
支
部

員
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら

内
容
を
検
討

し
て
い
く
。

初
詣
に
つ
い

て
も
、
長
年

豊
川
稲
荷
の

参
拝
を
行
っ

て
き
た
が
、

行
先
を
含
め

今
後
検
討
し

て
い
く
考
え

が
支
部
長
よ

り
示
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
山

崎
公
明
組
合
事
務
局
長
は
挨

拶
で
、
２
月
に
組
合
新
春
懇

親
会
が
北
支
部
の
担
当
に
よ

り
盛
況
裡
に
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
謝
意
を
表
し
た
後
、

「
支
部
会
員
の
た
め
に
活
発

な
支
部
運
営
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
１０
月
１７

日
に
全
機
工
連
の
愛
知
大
会

が
あ
る
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
し
た
。

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が

催
さ
れ
、
野
田
典
嗣
理
事

（
ノ
ダ
キ
社
長
）
の
音
頭
で

乾
杯
。
支
部
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
、
午
後
１０
時
前
に
お

開
き
と
な
っ
た
。

中
北
支
部
（
支
部
長
�
大

矢
顕
氏
・
大
矢
伝
動
精
機
社

長
）
は
、
４
月
６
日
午
後
６

時
３０
分
よ
り
名
古
屋
市
中
区

の
グ
リ
リ
ア
パ
ー
ジ
ナ
に
て

総
会
を
開
い
た
。

松
吉
正
訓
支
部
幹
事
（
ジ

ー
ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社
長
）

の
司
会
進
行
の
も
と
、
は
じ

め
に
大
矢
支
部
長
が
「
コ
ロ

ナ
禍
の
間
、
支
部
活
動
が
で

き
て
お
ら
ず
予
算
が
あ
る
の

で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
使
え

ば
支
部
の
皆
様
の
よ
り
良
い

活
動
に
な
っ
て
行
く
か
に
つ

い
て
、
本
日
意
見
交
換
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
沈
静
化
し
て
き
て
、
総

会
後
の
懇
親
会
で
マ
ス
ク
を

と
っ
た
形
で
会
食
で
き
る
こ

と
が
非
常
に
嬉
し
く
、
楽
し

い
時
間
を
皆
様
と
過
ご
せ
れ

ば
良
い
と
存
じ
ま
す
」
と
挨

拶
。支

部
員
数
２１
社
中
、
出
席

１１
社
、
委
任
状
９
社
、
合
計

２０
社
で
出
席
が
過
半
数
を
超

え
て
お
り
、
同
総
会
は
適
正

に
開
催
さ
れ
る
と
司
会
者
よ

り
報
告
さ
れ
た
。

規
約
に
よ
り
支
部
長
が
議

長
を
務
め
、
第
１
号
議
案
の

１
�
２
０
２
２
年
度
事
業
収

支
報
告
、
第
１
号
議
案
の
２

�
監
査
報
告
、
第
２
号
議
案

�
２
０
２
３
年
度
事
業
収
支

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議

案
を
原
案
通

り
承
認
可
決

し
た
。
今
年

度
の
事
業
計

画
に
は
総

会
、
親
睦
ゴ

ル
フ
会
、
忘

年
会
に
加

え
、
工
場
見

学
会
の
実
施

が
盛
り
込
ま

れ
た
。

ま
た
、
初

参
加
の
小
島

機
鋼
・
畑
山

有
二
新
社
長

が
紹
介
さ
れ
た
。
支
部
の
会

計
監
査
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
同
社
の
小
島
敏
裕
会
長
が

務
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

総
会
終
了
後
は
同
店
の
イ

タ
リ
ア
料
理
を
味
わ
い
な
が

ら
情
報
交
換
を
し
、
和
や
か

な
懇
親
の
場
と
な
っ
た
。

南
支
部
（
支
部
長
�
中
川

雅
夫
氏
・
ナ
カ
ガ
ワ
社
長
）

は
、
４
月
６
日
午
後
６
時
よ

り
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ

ー
ト
名
古
屋
に
お
い
て
、
支

部
員
４３
社
中
、
過
半
数
を
超

え
る
支
部
員
（
委
任
状
含

む
）
が
出
席
し
て
、
５
年
度

支
部
総
会
を
開
催
し
た
。

加
藤
茂
幹
事
（
藤
清
商
会

社
長
）
が
司
会
進
行
、
伊
藤

正
人
副
支
部
長
（
伊
藤
信
産

業
社
長
）
の
開
会
の
辞
に
次

い
で
挨
拶
に

立
っ
た
中
川

支
部
長
は

「
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
収
ま

ら
な
い
が
、

諸
事
前
向
き

に
取
り
組
み

た
い
。
組
合

は
秋
季
に
２

大
事
業
を
実

施
す
る
の
で

そ
の
協
力

と
、
今
年
度

は
従
来
以
上

に
支
部
事
業

を
活
発
に
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
方
針
を
述
べ
た
。

議
案
は
、
４
年
度
事
業
及

び
決
算
報
告
、
５
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

３
号
議
案
役
員
変
更
の
件
で

は
、
伊
藤
久
輝
理
事
（
丸
正

社
長
）
の
退
任
に
伴
い
、
次

点
の
近
藤
幹
浩
氏
（
大
東
通

商
社
長
）
が
理
事
に
、
支
部

で
は
会
計
監
査
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
理
事
次
点
に
加

藤
幹
事
が
、
支
部
会
計
に
和

久
田
修
志
理
事
（
三
和
商
事

社
長
）
が
就
い
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
（
７

月
）
、
ゴ
ル
フ
大
会
（
８

月
）
、
忘
年
会
（
１２
月
）
、

新
た
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
、
相
撲
観
戦
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
。

な
お
、
総
会
後
の
懇
親
会

は
、
近
藤
新
理
事
の
就
任
挨

拶
と
乾
杯
で
開
会
。
中
締
め

は
和
久
田
理
事
が
務
め
、
お

開
き
と
な
っ
た
。

三
河
支
部
（
支
部
長
�
三

井
重
信
氏
・
三
井
機
工
社

長
）
の
総
会
は
４
月
２１
日
、

岡
崎
市
内
の
城
北
飯
店
を
会

場
に
午
後
７
時
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

過
半
数
を
超
え
る
支
部
員

（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し

て
各
議
案
の
審
議
を
行
い
、

第
１
号
議
案
�
令
和
４
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

・
監
査
報
告
、
第
２
号
議
案

�
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案

並
び
に
収
支
予
算
案
を
原
案

通
り
承
認
可
決
し
た
。

三
井
支
部
長
は
挨
拶
で
、

今
年
度
の
事
業
計
画
に
関
し

「
今
年
は
１０
月
に
メ
カ
ト
ロ

テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
）
２
０
２
３
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
来
年
に
は
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ

パ
ン
も
あ
り
ま
す
。
両
展
示

会
を
活
用
し
て
支
部
員
・
賛

助
会
員
各
社
の
利
益
に
つ
な

げ
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
製
販

一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
げ

て
行
っ
て
頂

き
た
い
。
そ

の
ほ
か
支
部

で
は
、
夏
に

納
涼
会
、
年

末
に
勉
強
会

も
予
定
。
ま

た
、
時
機
を

見
て
ゴ
ル
フ

会
も
実
施
し

た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
述

べ
た
。

愛愛
機機
工工
組組
合合

令令
和和
５５
年年
度度
支支
部部
総総
会会

北

支

部

日
帰
り
懇
親
会
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
前
の
事
業
再
開

南

支

部

従
来
以
上
に
支
部
事
業
を
活
発
に

新
理
事
に
近
藤
幹
浩
氏（

）

大
東
通
商

社

長

中
北
支
部

今
期
は
工
場
見
学
会
を
計
画

よ
り
良
い
支
部
活
動
に
向
け
審
議

三
河
支
部

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

製
版
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
を
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尾
張
支
部
（
支
部
長
�
服

部
嘉
高
氏
・
服
部
商
会
社

長
）
の
支
部
総
会
は
４
月
１

〜
２
日
の
１
泊
２
日
の
日
程

で
、
京
都
市
東
山
区
に
あ
る

「
お
ま
か
せ
割
烹

井
筒

屋
」
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

総
会
は
初
日
の
午
後
６
時

よ
り
近
藤
尚
文
理
事
（
油
傳

商
店
社
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
資
格
審
査
発
表
に

お
い
て
司
会
者
か
ら
支
部
員

数
２２
社
中
、
１７
社
出
席
（
委

任
状
含
む
）
で
総
会
が
成
立

す
る
と
宣
言
さ
れ
た
。

服
部
支
部
長
が
挨
拶
で

「
本
日
は
、

京
都
ま
で
足

を
運
ん
で
頂

き
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま

す
。
時
代
が

大
き
く
変
化

し
て
い
る
の

に
企
業
が
変

わ
ら
な
い
の

は
ど
う
な
の

か
と
い
う
所

か
ら
、
弊
社

も
社
内
か
ら

改
善
、
改
革

を
し
て
い
ま

す
。
や
は
り
楽
し
く
、
儲
か

る
企
業
を
作
る
と
い
う
の

が
、
皆
さ
ん
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
人
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
は
人
で
や
り
、
そ
う

で
な
い
も
の
は
Ｄ
Ｘ
化
を
進

め
て
行
く
の
も
一
つ
。
ま

た
、
１０
月
１７
日
に
全
機
工
連

の
愛
知
大
会
が
名
古
屋
観
光

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
そ
の
翌

日
の
１８
日
か
ら
２１
日
の
４
日

間
に
は
組
合
共
催
の
メ
カ
ト

ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
）
２
０
２
３
が
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
色
々
な
情
報

を
得
て
、
皆
さ
ん
の
企
業
繁

栄
の
一
助
に
し
て
頂
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。
尾
張
支
部
は

支
部
員
の
参
加
率
を
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
述
べ
た
。

議
長
に
近
藤
理
事
を
選
出

し
て
議
案
審
議
に
移
り
、
令

和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告
、
同
監
査
報

告
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画

案
並
び
に
収
支
予
算
案
を
原

案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て

総
会
、
忘
年
会
（
１２
月
８

日
）
、
役
員
会
（
年
４
回
程

度
）
が
予
定
さ
れ
、
全
機
工

連
愛
知
大
会
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
へ

の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ

た
。

総
会
終
了
後
は
懇
親
の
場

と
な
り
、
京
料
理
を
堪
能
し

な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。
翌

日
は
、
午
前
中
に
二
条
城
と

銀
閣
寺
を
見
学
。
午
後
は

「
第
７３
回
京
お
ど
り
ｉ
ｎ
春

秋
座
」
を
鑑
賞
し
た
後
、
京

都
駅
で
解
散
し
た
。

西
支
部
（
支
部
長
�
内
藤

和
美
氏
・
内
藤
商
事
社
長
）

は
４
月
６
日
㈭
、
名
古
屋
市

中
区
の
東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦

で
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年

度
支
部
総
会
を
開
催
し
た
。

司
会
進
行
を
務
め
た
矢
野

茂
雄
会
計
担
当
（
滝
川
物
産

社
長
）
が
開
会
を
告
げ
、
内

藤
支
部
長
が
「
本
日
は
ご
審

議
い
た
だ
く
議
事
が
い
く
つ

か
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
。
矢
野
氏
が
議
長
へ

と
就
任
し
、
審
議
へ
と
移
行

し
た
。
な
お
本
総
会
は
委
任

状
含
め
出
席
者
は
過
半
数
を

超
え
、
成
立
し
て
い
る
。

【
第
１
号
議
案
】
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
度
（
令
和

４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年

３
月
３１
日
）
事
業
報
告
な
ら

び
に
こ
れ
ら
の
会
計
報
告
、

お
よ
び
会
計
監
査
報
告
の
承

認
の
件
▽
矢
野

会
計
担
当
が
令

和
４
（
２
０
２

２
）
年
度
収
支

報
告
を
、
会
計

監
査
担
当
の
波

羅
密
文
彦
氏

（
ハ
ラ
ミ
ツ
商

店
社
長
）
が
会

計
監
査
報
告
を

そ
れ
ぞ
れ
行

い
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
承

認
可
決
さ
れ

た
。【

第
２
号
議

案
】
令
和
５
（
２
０
２
３
）

年
度
（
令
和
５
年
４
月
１
日

〜
令
和
６
年
３
月
３１
日
）
事

業
計
画
案
な
ら
び
に
こ
れ
ら

の
予
算
案
の
承
認
の
件
▽
矢

野
議
長
よ
り
事
業
計
画
案
な

ら
び
に
収
支
予
算
案
が
発
表

さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致

で
承
認
可
決
さ
れ
た
。
西
支

部
の
今
年
度
の
事
業
計
画
は

以
下
の
通
り
。
●
４
月
６
日

㈭
（
当
日
）
�
東
京
第
一
ホ

テ
ル
錦
で
総
会
開
催
。
●
６

月
�
親
睦
ゴ
ル
フ
会
開
催
。

●
８
月
�
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

開
催
。
●
１２
月
�
忘
年
会
開

催
。
●
令

和
６
（
２
０
２

４
）
年
２
月
�
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
開
催
。
●
同
２
月
�
宝

塚
観
劇
会
開
催
。
●
同
３
月

�
役
員
会
開
催
。

【
第
３
号
議
案
】
そ
の
他

の
案
件
▽
特
筆
事
項
無
し
。

以
上
、
す
べ
て
の
議
案
審

議
が
終
了
し
、
矢
野
議
長
が

議
長
を
退
任
。
西
支
部
総
会

は
閉
会
し
た
。

そ
の
後
は
、
お
よ
そ
３
年

ぶ
り
と
な
る
懇
親
会
へ
と
移

行
。
内
藤
支
部
長
の
乾
杯
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
る
支
部
員
ら

は
懇
親
を
深
め
た
。
宴
も
た

け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

吉
野
栄
一
氏
（
吉
野
機
械
工

具
社
長
）
が
登
壇
。
中
締
め

の
挨
拶
と
一
本
締
め
で
こ
の

日
は
散
会
と
な
っ
た
。

中
南
支
部
（
支
部
長
�
志

知
亨
氏
・
志
知
社
長
）
の
総

会
は
４
月
７
日
、
名
古
屋
市

熱
田
区
に
あ
る
一
鳳
金
山
本

店
で
午
後
６

時
よ
り
行
わ

れ
た
。

冒
頭
、
志

知
支
部
長
の

挨
拶
が
あ

り
、
引
き
続

き
支
部
長
が

議
長
を
務
め

て
議
事
に
入

っ
た
。

第
１
号
議

案
�
令
和
４

年
度
事
業
報

告
、
会
計
報

告
並
び
監
査

報
告
、
第
２
号
議
案
�
令
和

５
年
度
事
業
計
画
案
並
び
予

算
案
は
、
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

今
年
度
の
事
業
と
し
て
、

７
月
２２
日
に
大
相
撲
観
戦

（
名
古
屋
場
所
）
、
８
月
に

納
涼
会
、
１２
月
に
忘
年
会
を

計
画
。
そ
の
他
、
秋
口
に
親

睦
事
業
（
詳
細
は
未
定
）
の

実
施
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

第
３
号
議
案
�
支
部
幹
事

選
任
の
件
は
、
支
部
事
業
の

活
性
化
を
図
る
た
め
支
部
理

事
４
名
の
他
に
支
部
幹
事
を

数
名
選
任
す
る
こ
と
と
し
、

人
選
は
志
知
支
部
長
に
一
任

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

現
在
同
支
部
所
属
の
理
事

は
、
志
知
亨
氏
（
志
知
社

長
）
、
六
浦
康
正
氏
（
六
浦

本
店
社
長
）
、
橋
爪
庄
二
氏

（
マ
ル
マ
ン
商
事
社
長
）
と

理
事
長
の
水
谷
隆
彦
氏
（
ミ

ズ
タ
ニ
機
販
社
長
）
。

第
４
号
議
案
�
そ
の
他
の

件
で
は
、
組
合
本
部
よ
り
常

任
理
事
と
支
部
長
の
兼
務
は

可
能
な
限
り
避
け
る
よ
う
に

と
の
通
達
が
あ
り
、
志
知
支

部
長
は
組
合
の
総
務
部
長
を

務
め
る
常
任
理
事
で
あ
る
た

め
、
橋
爪
理
事
へ
の
支
部
長

職
移
管
が
諮
ら
れ
承
認
さ
れ

た
。
橋
爪
理
事
が
務
め
て
い

た
支
部
会
計
監
査
を
志
知
理

事
が
引
き
継
ぐ
こ
と
も
併
せ

て
承
認
さ
れ
た
。

以
上
で
総
会
を
終
了
。
こ

の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
支

部
員
同
士
で
親
交
を
深
め

た
。

熱
田
支
部
（
支
部
長
�
滝

澤
有
一
氏
・
松
本
商
店
社

長
）
は
、
４
月
１１
日
午
後
６

時
よ
り
名
古
屋
市
熱
田
区
の

サ
イ
プ
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
に
て
総
会
を
開
い
た
。

司
会
進
行
役
の
佐
藤
光
録

支
部
幹
事
（
佐
悦
会
長
）
よ

り
、
支
部
員
総
数
２１
社
中
、

過
半
数
を
超
え
る
１７
社
（
委

任
状
含
む
）
の
出
席
が
報
告

さ
れ
、
総
会
成
立
が
宣
言
さ

れ
た
。

滝
澤
支
部
長
は
「
昨
年
、

熱
田
支
部
は
忘
年
会
を
し
た

の
み
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
も
懸

念
さ
れ
て
い
た
の
で
会
の
開

催
を
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
従
来
通
り
の
活
気
の

あ
る
支
部
活
動
を
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支

部
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
希
望
な
ど
忌
憚
の
な
い
お

話
を
頂
け
れ
ば
、
今
年
ま
た

来
年
の
活
動
に
反
映
さ
せ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
な
ご
参
加
と

提
案
を
是
非
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。

恒
例
に
よ
り
支
部
長
が
議

長
に
就
任
し

て
議
案
の
審

議
が
行
わ

れ
、
第
１
号

議
案
の
１
�

令
和
４
年
度

事
業
報
告
、

第
１
号
議
案

の
２
�
令
和

４
年
度
収
支

決
算
報
告
、

監
査
報
告
、

第
２
号
議
案

の
１
�
令
和

５
年
度
事
業

計
画
案
、
第

２
号
議
案
の
２
�
令
和
５
年

度
収
支
予
算
案
は
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ

た
。今

年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
①
視
察
会
、
見
学
会
②

忘
年
会
、
親
睦
会
の
開
催
を

予
定
。
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る

範
囲
は
限
ら
れ
る
が
、
支
部

費
を
有
効
活
用
し
、
支
部
員

相
互
の
交
流
を
図
る
と
共
に

地
域
で
の
融
和
、
共
存
を
め

ざ
す
と
し
た
。

総
会
後
は
懇
親
会
が
催
さ

れ
、
和
や
か
に
歓
談
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

東
支
部
（
支
部
長
�
野
崎

憲
昭
氏
・
常
磐
精
機
社
長
）

は
、
４
月
１２
日
午
後
６
時
３０

分
よ
り
名
古
屋
市
中
区
の
東

京
第
一
ホ
テ
ル
錦
に
て
総
会

を
開
催
し
た
。

司
会
進
行
を
務
め
る
坂
井

一
斉
支
部
幹
事
（
サ
ン
コ
ー

商
事
）
の
開
会
の
辞
で
始
ま

り
、
冒
頭
、
野
崎
支
部
長
が

挨
拶
で
「
マ
ス
ク
も
外
し
て

良
い
形
に
な
っ
て
、
景
気
も

こ
れ
か
ら
動
い
て
く
る
所
だ

と
は
思
い
ま
す
が
、
多
分
皆

さ
ん
も
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
、
今
も
そ
う
で
す
が
、
少

し
苦
戦
を
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
会
合
に
出
る
と
最
近
の

調
子
は
ど
う
か
と
色
々
な
方

に
聞
か
れ
、

実
績
が
あ
ま

り
上
が
っ
て

い
な
い
と
言

う
と
、
実
は

う
ち
も
同
じ

な
の
で
す
よ

と
。
種
ま
き

と
収
穫
の
時

期
が
必
ず
あ

る
か
ら
、
数

字
が
続
か
な

い
時
は
ひ
た

す
ら
顔
を
売

っ
て
種
ま
き

を
し
て
、
い

つ
か
花
咲
く
時
、
収
穫
す
る

時
に
し
っ
か
り
と
儲
か
る
よ

う
な
形
で
頑
張
る
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
ま

す
」
な
ど
と
現
況
に
つ
い
て

話
し
、
最
後
に
「
私
は
切
削

工
具
の
会
や
、
こ
の
よ
う
な

会
も
含
め
て
色
々
リ
ー
ダ
ー

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

が
、
会
社
の
規
模
や
実
力
か

ら
私
で
は
似
合
わ
な
い
の
で

は
と
、
い
つ
も
悩
ん
で
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
色
々
な
方

に
、
実
力
も
必
要
だ
が
人
柄

も
大
事
で
す
よ
と
励
ま
さ
れ

て
、
勇
気
を
も
っ
て
や
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
東
支
部
は
特

に
出
席
率
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
凄
く
励
み
に
な
る
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
力

を
お
借
り
し
て
盛
り
上
げ
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
」

と
協
力
を
お
願
い
し
た
。

資
格
審
査
発
表
で
は
、
支

部
員
総
数
２８
社
中
、
出
席
１８

社
、
委
任
状
出
席
７
社
、
合

計
２５
社
の
出
席
で
総
会
が
成

立
す
る
と
司
会
者
よ
り
宣
言

さ
れ
た
。

野
崎
支
部
長
を
議
長
に
選

出
し
て
各
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
、
第
１
号
議
案
�
令
和

４
年
度
事
業
報
告
、
第
２
号

議
案
�
令
和
４
年
度
決
算
報

告
、
第
３
号
議
案
�
令
和
４

年
度
監
査
報
告
、
第
４
号
議

案
�
令
和
５
年
度
事
業
計
画

（
案
）
、
第
５
号
議
案
�
令

和
５
年
度
予
算
（
案
）
は
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。

今
年
度
の
今
後
の
事
業

は
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
（
８

月
頃
）
、
親
睦
ゴ
ル
フ
会

（
１１
月
頃
）
、
忘
年
会
（
１２

月
頃
）
、
幹
事
会
（
随
時
）

と
、
新
た
な
企
画
と
し
て
親

睦
イ
ベ
ン
ト
（
時
期
未
定
）

を
計
画
し
て
い
る
。

倉
地
克
明
支
部
幹
事
（
倉

地
社
長
）
の
閉
会
の
辞
で
総

会
を
終
了
。
総
会
後
の
懇
親

会
で
は
、
恒
例
の
参
加
者
全

員
か
ら
の
近
況
報
告
な
ど
も

あ
り
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
た
。

尾
張
支
部

春
の
京
都
で
支
部
総
会

愛
知
大
会
、Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
へ
参
加
を

中
南
支
部

大
相
撲
観
戦
な
ど
事
業
活
発
に

新
支
部
長
に
橋
爪
氏（

）

マ
ル
マ
ン

商
事
社
長

熱
田
支
部

支
部
員
相
互
の
交
流
を
図
り

地
域
で
の
融
和
、共
存
を
め
ざ
す

東

支

部

新
た
な
親
睦
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
予
定

各
社
の
近
況
報
告
な
ど
で
交
流

西

支

部

お
よ
そ
３
年
ぶ
り

社
員
対
象
事
業
な
ど
再
開
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（027）388-9045

（029）886-3820茨　　城

ヨ
シ
タ
ケ
（
社
長
�
山
田

哲
氏
、
本
社
�
名
古
屋
市
昭

和
区
）
か
ら
絶
賛
好
評
発
売

中
！

接
液
部
ス
テ
ン
レ
ス

の
小
型
軽
量
な
サ
ー
モ
ス
タ

チ
ッ
ク
式
ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ

プ
『
Ｔ
Ｓ
�
５
シ
リ
ー
ズ
』

に
は
、
イ
ン
ラ
イ
ン
型
の
Ｔ

Ｓ
�
５
Ｖ
、
ス
ト
レ
ー
ト
型

の
Ｔ
Ｓ
―
５
Ｓ
、
ブ
ロ
ー
バ

ル
ブ
付
き
の
Ｔ
Ｓ
�
５
Ｂ
Ｐ

（
写
真
）
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
と

し
て
は
、
小
型
・
軽
量
・
コ

ン
パ
ク
ト
な
設
計
で
、
配
管

取
り
付
け
は
水
平
・
垂
直
任

意
に
な
っ
て
お
り
、
ト
レ
ー

ス
ラ
イ
ン
・
食
品
機
器
・
医

療
機
器
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機

器
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に

対
応
可
能
で
あ
る
。

接
液
部
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
空
気

中
の
窒
素
な
ど
を
取
り
込
み

な
が
ら
蒸
気
よ
り
凝
縮
す
る

腐
食
性
の
高
い
ド
レ
ン
に
対

し
て
も
高
い
耐
久
性
を
発

揮
。
飽
和
蒸
気
温
度
よ
り
低

い
温
度
で
作
動
す
る
の
で
蒸

気
の
漏
洩
の
心
配
は
な
い
。

ま
た
、
飽
和
蒸
気
温
度
に
連

動
し
た
作
動
の
た
め
、
調
整

も
不
要
だ
。

「
Ｔ
Ｓ
�
５
Ｂ
Ｐ
」
（
写

真
）
は
ブ
ロ
ー
バ
ル
ブ
付
き

な
の
で
、
初
期
の
大
量
な
ド

レ
ン
と
空
気
を
速
や
か
に
排

出
す
る
こ
と
が
で
き
、
立
ち

上
げ
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
用
途
に
応

じ
て
、
作
動
温
度
が
通
常
品

の
飽
和
蒸
気
温
度
マ
イ
ナ
ス

１５
℃
（
Ｔ
Ｓ
�
５
□
―
１５
）

の
ほ
か
、
飽
和
蒸
気
温
度
マ

イ
ナ
ス
５
℃
（
Ｔ
Ｓ
�
５
□

―
５
）
、
飽
和
蒸
気
温
度
マ

イ
ナ
ス
２５
℃
（
Ｔ
Ｓ
�
５
□

�
２５
）
を
選
択
す
る
こ
と
も

可
能
。
直
接
蒸
気
を
使
用
す

る
機
器
な
ど
で
蒸
気
中
に
ド

レ
ン
を
極
力
含
ま
せ
た
く
な

い
場
合
に
は
、
飽
和
蒸
気
マ

イ
ナ
ス
５
℃
を
推
奨
す
る
。

ま
た
、
蒸
気
用
エ
ア
ー
ベ
ン

ト
と
し
て
も
使
用
で
き
、
そ

の
場
合
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
蒸

気
を
抑
え
る
た
め
飽
和
蒸
気

温
度
マ
イ
ナ
ス
２５
℃
を
推
奨

す
る
。

主
な
仕
様
は
▽
「
Ｔ
Ｓ
�

５
Ｖ
」
「
Ｔ
Ｓ
�
５
Ｓ
」
／

８
Ａ
〜
２５
Ａ
、
最
高
使
用
圧

力
�
２
・
１
Ｍ
Ｐ
ａ
、
最
高

使
用
温
度
�
２
２
０
℃
。
▽

「
Ｔ
Ｓ
�
５
Ｂ
Ｐ
」
／
１５
Ａ

・
２０
Ａ
、
最
高
使
用
圧
力
�

１
・
０
Ｍ
Ｐ
ａ
、
最
高
使
用

温
度
�
１
８
５
℃
。
本
製
品

に
関
し
て
詳
し
く
は
、
同
社

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
部

▽
所
在
地
�
愛
知
県
小
牧
市

大
字
入
鹿
出
新
田
字
宮
前
９

５
５-

５
、
電
話
�
０
５
６

８
（
７５
）
４
３
３
６
、
ま
た

は
各
営
業
所
ま
で
問
い
合
わ

せ
を
。

岡
谷
鋼
機
（
社
長
�
岡
谷

健
広
氏
、
本
社
�
名
古
屋
市

中
区
）
は
３
月
３０
日
、
名
古

屋
証
券
取
引
所
に
お
い
て
令

和
５
年
２
月
期
連
結
決
算
の

説
明
会
を
開
催
し
た
。

決
算
は
、
売
上
高
が
９
６

２
０
億
１６
百
万
円
（
新
会
計

基
準
適
用
に
よ
り
前
期
比
の

記
載
な
し
）
、
営
業
利
益
が

２
９
４
億
４８
百
万
円
（
前
期

比
２９
・
６
％
増
）
、
経
常
利

益
が
３
２
５
億
６８
百
万
円

（
同
１６
・
２
％
増
）
、
当
期

純
利
益
が
２
３
５
億
２０
百
万

円
（
同
２１
・
７
％
増
）
と
２

期
連
続
の
増
収
増
益
で
、
売

上
高
・
利
益
と
も
に
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。

岡
谷
社
長
は
「
今
期
か
ら

新
会
計
基
準
を
適
用
し
て
お

り
、
旧
基
準
ベ
ー
ス
で
言
え

ば
１
兆
円
を
上
回
る
売
上
高

で
、
前
年
比
約
１９
％
の
増

収
。
当
期
純
利
益
が
２
３
５

億
円
、
前
年
比
２１
・
７
％
の

増
益
と
な
っ
た
。
色
々
な
外

部
環
境
の
追
い
風
も
あ
り
、

（
２
０
２
５
年
度
を
最
終
年

度
と
す
る
）
中
期
計
画
で
目

標
と
し
て
い
た
、
売
上
高

（
旧
基
準
ベ
ー
ス
で
）
１
兆

円
、
純
利
益
２
０
０
億
円
以

上
を
今
期
で
達
成
し
た
」
と

報
告
し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
売

上
高
を
旧
基
準
で
比
較
す
る

と
、
鉄
鋼
、
情
報
・
電
機
、

産
業
資
材
、
生
活
産
業
の
全

セ
グ
メ
ン
ト
で
増
収
。
建
材

や
製
造
業
向
け
で
鉄
鋼
が
増

加
し
た
ほ
か
、
海
外
は
欧
米

・
ア
ジ
ア
向
け
が
好
調
だ
っ

た
。
ま
た
、
営
業
利
益
は
生

活
産
業
セ
グ
メ
ン
ト
以
外
で

増
益
。
生
活
産
業
セ
グ
メ
ン

ト
は
、
前
年
に
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
販
売
が
あ
り
利
益
を

押
し
上
げ
た
た
め
、
今
期
は

減
益
と
な
っ

た
。売

上
高
に

占
め
る
海
外

取
引
比
率

は
、
過
去
最

高
の
３６
・
７

％
と
な
っ

た
。

令
和
６
年
２
月
期
の
連
結

業
績
予
想
に
つ
い
て
は
、
世

界
情
勢
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素

材
価
格
の
動
向
、
金
利
・
為

替
の
変
動
等
に
よ
る
経
済
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
先
行

き
不
透
明
な
状
況
が
予
想
さ

れ
る
と
し
て
、
売
上
高
を
新

基
準
ベ
ー
ス
で
１
兆
円
、
営

業
利
益
を
２
８
０
億
円
、
経

常
利
益
を
３
１
０
億
円
、
当

期
純
利
益
を
２
０
０
億
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｓ
製
サ
ー
モ
ス
タ
チ
ッ
ク
式
ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ
プ

『
Ｔ
Ｓ
―
５
シ
リ
ー
ズ
』

ヨ
シ
タ
ケ
新
製
品
好
評
発
売
中

決算概要を説明する岡谷社長

売
上
高
・
利
益
と
も
に
過
去
最
高

岡
谷
鋼
機

令
和
５
年
２
月
期
連
結
決
算

『
Ｔ
Ｓ-

５
Ｂ
Ｐ
』
（
ブ
ロ
ー
バ
ル
ブ
付
）
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